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論　　文　　の　　要　　旨

　アーケオモナス化石は1932年Def1andreによってソ連の暁新世海成層から始めて報告された微化

石である。彼はこの化石を黄色植物門申の海生の代表者の胞子殻と考えて，Archaeomonadaceae科

を新設した。Def1andreはさらに研究を進め，1938年までに8属64種を記載して，この化石研究の

開拓者となった。その後1970年代になって深海掘削計画（DSDP）による海洋底の化石層位学的研

究の進展に伴って，この化石の存在が改めて注目されるようになった。しかし過去約60年聞に報告

されたものは10属ユ40種にすぎない。わが国ではこの化石の研究は皆無に等しく，わずかに1964年

の市川　渡らの能登半島の中新統法住寺泥岩層の総合的な微化石研究の中で，研究分担者のBach－

mannが4種のアーケオモナス化石を図示・記載しているだけである。

　著者は長年石油会社の研究所にあって珪藻その他の微化石の研究を行ってきたが，これら珪質化

石に共存するアーケオモナス化石を多数発見し研究を開始した。研究に用いた試料は北海道の下部

中新統一下部鮮新統の珪藻土質泥岩ないし珪藻土である。研究法は通常の珪藻化石に適用される方

法を用い，酸処理は行わずプルーラックスで試料を封入したプレパラートを作成した。プレパラー

ト申でアーケオモナスの位置を顕微鏡の座標軸によって記録し，Go11（1968）の方法で描図を作成

し，表面構造を示す正面図と内部構造を示す光断面図を併載する方法を採用している。形態上の用

語は従来の研究では形質を十分に記載するには用語が不備であり，新しい観点から形態分類を行う

ため，新用語を提唱し同時に分類の基準となる構造特性を規定した。なおアーケオモナスの大きさ

は大部分が4－8ミクロンである。

　アーケオモナスの構造要素は殻本体の基本構造群，殻表面上の大型突起と彫刻に大別される。殻
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本体の基本構造は球形ないし楕円体形の珪質の殻の］端に首状の突出部があり，全体にトックリ型

をしている。殻の首都には外部に開口する殻口があり，この形態が主要な構造特性で，15の形態群

に区別されている。

　殻の形態は殻長／殻径比を基準にして12の形に大別されている。殻面上の大型突起は9構造が認

められ，その名称はすべて新称である。この大型突起は殻本体の構造と共に分類上の重要な特徴で

あるとの判断に基づき，属の識別基準の一つとしている。殻表面の彫刻は大型突起よりも小規模な

起伏であって突起！3構造，窪み2構造に区分され種の識別に用いられている。

　アーケオモナスの殻壁は成層し複雑な構造を呈するが，単層のものと複層のものが認められた。

複層のものは2－8層からなり，この場合，首部。大型突起。表面彫刻等の基本構造の形成に関与

するものは，ほとんどが外側第一層のみで，第二層以下の各膜層は殻内空間を囲む同心球状構造を

呈している。殻壁構造は属またはそれ以上のタクサの分類の基準となると規定している。

　以上の形態構造の特徴を用いて，著者は新しい形態分類体系の確立を試みた。それによるとアー

ケオモナス科は，まず新しく単層亜科（Archaeom㎝adineae亜科）と複層亜科（Neogen1服㎝adinea

亜科）に二分される。前者にはII属，後者には21属が含まれ計32属になる。そのうち提唱された新

属は実に28属を含む。さらに種のレベルでの検討が進められ，7つの識別要素によって217種が詳

細に記載・図示されている。このうち新種は207種，2所属変更種，3未命名種，5既知種が含ま

れている。この種の記載・図示が本論文の主要部分を占めている。

審　　査　　の　　要　　旨

　この論文はこれまでのアーケオモナス化石の研究の中では最も総括的なモノグラフである。著者

は大きさ数ミクロンの微細な化石を光学顕微鏡によって詳細に観察し，新しい形態分類を試み，2

新亜科，28新属，207新種を提唱し，この種の化石の知識は飛躍的に増加した。しかし，何分にも

きわめて微細な化石であり，その性質上，個体として抽出して研究ができない現段階では，いくつ

かの問題点が指摘される。その一つとして，新種として提唱されたものの中に，種としての変異が

不明のものが多い点である。このためか，わずか一個体をもとにして新種が提唱されているものす

らある。さらにこの種の化石の性質上，無理な注文かもしれないが，分類がやや機械的に行われて

いる嫌いがある。また取り上げられている種や属の形質の重要度がまちまちに扱われている場合が

ある。これらの分類学上の間題点については将来の検討が希望される。さらに，化石を個体で抽出

する技術的問題の解決も必要であろう。これによって走査型電子顕微鏡による表面構造や，殻の層

状構造のさらに詳細なミクロの観察が可能となるであろう。これを基にしての著者の分類体系の再

確認や検証が望まれる。さらに今後北海道以外の地域，ならびに地質時代を異にした標本の研究に

よって，この化石の化石層位学的な価値についての考察も期待される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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